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　長南中学校だより　第１号 

　　　　　令和７年４月９日 

　　　　発行者　徳永　哲生 

進級そしてご入学、おめでとうございます 

　４月７日、長南中学校職員として新たに７名の先生方の着任式、その後、始業式を行いまし

た。また、午後には、新２、３年生が入学式の準備を手際よく進めてくれました。 

　４月８日、校庭の桜が満開に咲く中、入学式を行うことができました。新入生２５名、２年

生３５名、３年生３９名の計９９名がそろい、長南中学校の令和７年度がスタートしました。 

　お子さんにとって、中学校生活が楽しく充実したものとなるよう、教職員一丸となって取り

組んでまいります。入学式ではそのような思いを込めて以下のような話をしました。 

　保護者や地域の皆様には、学校に対してお気づきの点等ございましたら、遠慮なくご意見を 

お聞かせいただければ幸いです。１年間、よろしくお願いいたします。

【入学式式辞（抜粋）】 

　みなさんは中学生になり、「よーし頑張るぞ」という気持ちを新たにしていることと思

います。ぜひとも今の「頑張るぞ」という気持ちを大切に、そして持ち続けてほしいと思

 います。

　私自身の話をします。私は小学校のとき、算数が苦手でした。「計算を早く正確に」な

んて、とてもできません。特に２桁や３桁の大きな数の計算では「宿題がつらかったなあ」

という思い出しかありません。（実は宿題をさぼったことも・・・） 

　ところが、中学で学んだ数学では、違いました。一見、大変そうに見える計算でも工夫

をすれば、スマートに処理できることを学び、計算が好きになりました。というわけで、

私は「算数は苦手でしたが、数学は好きでした！」小学校での苦手は、中学校でも苦手と

は限りません（今まで苦手だったことが、これからも苦手とは限りません)。みなさんに

は、新しい気持ちで、積極的に挑戦してほしいと思います。 

 

　また、小学校でも学んできたことと思いますが、「お互いに相手のことを大切にして」

過ごしてください。「挨拶」や「ありがとう」「ごめんなさい」がお互いに素直に言えてほ

しいと思います。メールなどのＳＮＳを使って連絡をすることが多い世の中ですが、相手

にしっかりと伝えたいことは、道具を使わずに、直接伝えることが重要だと思います。 

 

　今、この体育館にいる人達（家族、先生、先輩、来賓）は、みなさんの成長を願う応援

団です。これから先、「中学校生活で悩みがない」ということはないでしょう。悩みは必

ず出てきます。そんなときは一人で抱え込まず、相談しやすい人に話をしてください。大

 切なみなさんのことを一生懸命サポートします。

 

 　保護者の皆様、本日は誠におめでとうございます。

　子どもを育てるのに「模範解答」というものはありません。子どもにとって「どのよう

にサポートするのがよいのか」を保護者の皆様と連携し、相談しながら、全力で取り組ん

でまいりたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。
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令和７年度　本校職員 

   校　長     徳　永　　哲　生   教　頭 　　茂　住　　卓　生

  主　任 髙中　奈美（国語科） 本橋　昌世（養護教諭）

一  Ａ　組 今井　友子（栄養教諭）

学  学年付 髙橋ななこ（理　科） 安藤　裕美（事務職員）

年  野口　敏男（保健体育科） 細田　　稔（技術科）

教務主任 藤平　和也（英語科） 永津　章代（美術科）

  主　任 玉井　宏明（数学科） 君塚　真澄（音楽科）

 二  Ａ　組 吉野　京子（理　科） 野口　敏広（学習支援員）

 学 青空学級  鴨 　賢司（社会科） 三橋　則夫（学習支援員）

年   学年付 永嶋　敬子（数学科） 常澄　裕美（学習支援員）

 田野　宏昂（保健体育科） 飯塚　英代（用務員）

  主　任 中村　新平（英語科） 松本　克彦（スクールカウンセラー）

 三  Ａ　組 冨山　愛海（国語科） ポール・アンドリュー・ローズ（ＡＬＴ）

学  Ｂ　組 木村　優佑（社会科） 矢部　恵理（スクールサポートスタッフ）

年 紅花学級 御園　綾香（家庭科） 田中　孝典（スクールソーシャルワーカー）

 学年付 安部　麻里（英語科） 佐野　達夫（ＩＣＴサポーター）  
                                                   　　　よろしくお願いいたします。

 

長南中学校グランドデザイン

【学校教育目標】郷土を愛し、未来を拓く創造的な知性と体力を身につけた心豊かな生徒の育成

＜めざす学校像＞ ＜めざす生徒像＞ ＜めざす教師像＞ 

○わかる喜び、学びの学校 ○自ら学び、考え、表現する ○生徒のよさを引き出し伸ば

○安心・安全で、生き生きと 　生徒 　す教師 

　活動できる学校 ○目標を持ち最後までやり通 ○心身の健康を守り、生徒と

○郷土に根ざし、あいさつと 　す、たくましい生徒 　共に汗を流せる教師 

　感謝する気持ちが交わされ ○郷土を愛し、思いやりと感 ○地域に学び、豊かな人間性

　る学校 　謝の心が持てる生徒 　を備えた教師

 

 

　スクールカウンセラー(松本克彦先生)への相談 

　○申込方法（１）電話にて直接申し込む：（４６）３７１９【直通】 

　　　　　　（２）教頭、担任、養護教諭を通じて申し込む：（４６）１１９０【学校】 

　○相 談 日　　　４月１１日（金）、１８日（金）、２５日（金） 

　○時　　間   　　１０：００～１６：００

　※セクハラ等の相談については、茂住教頭と本橋養護教諭が担当しています。


